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研究報告書 

 ヒストンアセチルトランスフェラーゼの一種であるGCN5遺伝子欠損DT40細胞（GCN5-/-）

の解析から、様々な遺伝子の転写調節を明らかにすることができた。例えば、GCN5 はチロ

シンキナーゼ Syk および Btk の発現制御を介して、PI3-kinase/Atk 経路によるアポトーシス

抑制システムをコントロールする。他にも、GCN5 による活性酸素生成機構制御や紫外線ト

レランス制御の分子機構を我々は明らかにした。今回、東大医科研、宮崎大学と川崎医大の

共同研究により、GCN5 を中心とするエピゲノムの制御機構の解析を一挙に進めることがで

きた。地方大学間（宮崎と岡山）の直接交流が難しい中、東大医科研をハブとした共同研究

が活発に促進されたことに改めて感謝の意を表したい。 
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